
　江戸と明治つなぐ夢の庭園への旅
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畿内七道とは
日本列島は実はひとつの地層ではなく、

２億５０００万年前から堆積した

陸や海の地層が北や南、西や東から

集まりかさなりあって出来ている。

１３００年前大和政権が律令国家となり、

その日本の成り立ちにそって

各地方を区分したのが畿内七道だった。

会員特典

（左）六華苑　写真提供：桑名市　　（右）六華苑　1階ホール　写真提供：桑名市教育委員会文化課　

桑名市多度町の古い町並　写真提供：桑名市

会員特典

三菱一号館内施設 Cafe 1894

百年を経て実現した
三菱・J.コンドルの描いた美術館
三菱が明治政府のお雇い外国人、英国人設計

家J.コンドルと描いた東京・丸の内のビジネ

スだけではなく文化を取り入れた街づくり。

計画には美術館構想もあった。明治27(1894)

年に完成した赤煉瓦造りの三菱一号館が、平

成21(2009)年、可能な限り忠実に復元され、

丸の内の文化発信の拠点として美術館が開館

。銀行の営業室だったフロアも復元されカフ

ェとなり、当時の雰囲気を堪能できる。
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三菱一号館美術館

東京都千代田区丸の内2-6-2　ハローダイヤル03-5777-8600　

（開）［火・土・日・祝］10:00−18:00、［水〜金］10:00−20:00（いずれ

も入館は閉館30分前まで）　（休）月※但し、祝日の場合は開

館し翌日休館、1/1、展示替え期間

古代から畿内と東山道つなぐ交通の要所の桑名。江戸時

代、木曽からの木材や美濃・飛騨の天領などからの物資が

集まり、江戸への中継地として栄える。その町並は桑名市

では失われたが、多度町には残る。標高403m多度山は昔

から神の山とされ、人々は農耕に恵みの雨を乞い、暮らし

の平穏を祈った。

桑名市多度町の古い町並み
三重県桑名市多度町多度　
（問合せ）多度町観光協会　TEL: 0594-48-2702

木曽三川（木曽・長良・揖斐）の河口にある桑名は、

室町時代は堺と同じ自由都市。江戸時代は、熱田

神宮の宮宿から七里の渡で結ばれ、宿場町として繁

栄。明治時代、諸戸家は米穀業などで栄え、二代目

諸戸清六は鹿鳴館設計のジョサイア・コンドルに木

造ルネサンス様式の洋館を依頼。広大な敷地に建

造物群と庭園で構成された邸宅は、創建時の姿を

残し六華苑として公開。 六華苑（二代目諸戸清六の邸宅）
三重県桑名市大字桑名字鷹場663-5
TEL: 0594-24-4466 　
（開）9:00-17:00　（休）月（祝の翌日）　
（料）大人300円、中生100円、小生以下無

明治時代、米を基盤とする封建制が完全に終わり、商品・流通の経済が主体となる。まさに町衆の天下。明治・町衆文化が興る。400年前、堺で日
本伝統文化と南蛮文化が組み合わされたように、和と近代西洋の文化が折衷され、レトロとなるハイカラとは違い、モダンな和への美の原点となる。

旅鶴倶楽部　責任編集「旅鶴プラン３００」
スタイルカフェ・ドット・ネット　
〒541-0053大阪市中央区本町2-5-7　大阪丸紅ビル１F　TEL:06-6264-7140

今回ご紹介する文化施設の催事につきましては、
東日本大震災の影響で一部に変更する可能性もございます。
最新の情報は、右のサイトでご確認を ！

つながりあう日本三十六景畿内七道の
文化施設をご紹介
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国史絵画　那須与一
所蔵・写真提供：神宮徴古館

海女
写真提供：真珠博物館

ミキモト真珠島 真珠博物館
三重県鳥羽市鳥羽1-7-1　
☎0599-25-2028　

特別企画展「海 ＡＭＡ 女
～島のオトメは明日も潜る。～」
開催中～平成24年3月25日（日）

ミキモト真珠島の開島当初より60年を経て今
も受け継がれる海女たちによる潜水の実演。
島を訪れる多くの人 を々魅了するそのイメージ
の変遷と広がりをわかりやすく紹介する。

神宮徴古館
三重県伊勢市神田久志本町1754-1
☎0596-22-1700　
新春企画展
 「見て学ぶ国史絵画 2 中世」
平成24年1月1日（日・祝）～3月4日（日）

昭和8年皇太子殿下（今上陛下）御誕生を祝
し描かれた「国史絵画」を基に、関連資料を
展示し、神代に遡る悠久のわが国の歴史を
振り返るシリーズ企画。今回は中世を特集。

東海道

国宝 短刀 無銘 正宗 名物 庖丁正宗
写真提供：徳川美術館

徳川美術館
名古屋市東区徳川町1017　
☎052-935-6262

特別展「名物刀剣　ー宝物の日本刀ー」
平成24年1月4日（水）～2月5日（日）

室町時代以降「名物」と呼ばれた名刀を一
堂に集めた展覧会。鎌倉時代以降の武将た
ちが愛蔵した名刀や名物刀剣が紹介され、
その始まりから後世に至る展開、評価の定着
を明らかにされる。


